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調査概要

本学の「学生生活実態調査」は1995年度に始まり、2003年度までは、ほぼ毎年実施してきましたが、2004年

度から2008年度までは隔年の実施となっていました。

しかし、学生生活の実態が毎年変化していることから、学生の実態をより的確に把握するため、2009年度以

降は再び毎年実施しています。

また、1988年度以降からは、調査テーマを、①「本学の独自調査」②「特別テーマ」③「日本私立大学連盟

の調査を活用」を３年周期で繰り返しています。

本年は、③「日本私立大学連盟の調査を活用」を実施しました。これは、2017年度に日本私立大学連盟が実

施した「第15回学生生活実態調査」から抜粋した質問59項目の調査結果を、本学と全国の大学とのデータを中

心に比較しています。

調査期間

　2017年９月11日（月）～ 2017年10月27日（金）

調査方法

　自宅宛文書（DM）およびインフォメーションシステムにより調査への協力を依頼した。回答方法は日本私

立大学連盟が作成した「回答用URL」または「QRコード」から回答する形式をとった。

調査対象

　学部学生から無作為で6,000人を抽出

調査項目

　次の９項目で構成

　（1）　基本事項	 （6）　正課外活動

　（2）　進学目的・理由・充実度・期待	 （7）　留学

　（3）　経済状況	 （8）　不安・悩み

　（4）　ライフ（大学生活）	 （9）　進路

　（5）　正課教育

回収率

　30.9％（1,852/6,000人）

回収結果

　学部生

在学生数 抽出数
回収数

合計 回収率
１年 ２年 ３年 ４年以上

法 学 部 	 3,269	（1,219） 676 	 63	（33） 	 53	（23） 	 52	（32） 	 44	（15） 	 212	（103） 31.4％

文 学 部 	 3,384	（2,181） 699 	 72	（53） 	 58	（41） 	 53	（40） 	 46	（33） 	 229	（167） 32.8％

経 済 学 部 	 3,266	 （915） 676 	 53	（18） 	 45	（16） 	 42	（14） 	 42	（16） 	 182	 （64） 26.9％

商 学 部 	 3,110	（1,449） 643 	 59	（37） 	 45	（28） 	 48	（24） 	 27	（15） 	 179	（104） 27.8％

社 会 学 部 	 3,502	（2,085） 724 	 78	（52） 	 64	（47） 	 48	（32） 	 50	（36） 	 240	（167） 33.1％

政 策 創 造 学 部 	 1,617	 （774） 335 	 39	（20） 	 25	（17） 	 19	（11） 	 17	 （9） 	 100	 （57） 29.9％

外 国 語 学 部 	 724	 （497） 150 	 22	（18） 	 0	 （0） 	 20	（17） 	 14	（10） 	 56	 （45） 37.3％

人 間 健 康 学 部 	 1,402	 （536） 288 	 29	（10） 	 24	（12） 	 26	 （8） 	 25	（13） 	 104	 （43） 36.1％

総 合 情 報 学 部 	 2,226	 （817） 460 	 51	（19） 	 31	（13） 	 31	（14） 	 23	 （9） 	 136	 （55） 29.6％

社 会 安 全 学 部 	 1,234	 （377） 255 	 28	（13） 	 20	 （0） 	 13	 （3） 	 18	 （7） 	 79	 （23） 31.0％

システム理工学部 	 2,256	 （151） 467 	 37	 （4） 	 33	 （2） 	 33	 （2） 	 37	 （3） 	 140	 （11） 30.0％

環 境 都 市 工 学 部 	 1,503	 （246） 311 	 31	 （5） 	 18	 （4） 	 17	 （3） 	 23	 （3） 	 89	 （15） 28.6％

化 学 生 命 工 学 部 	 1,521	 （454） 316 	 29	 （9） 	 25	 （8） 	 32	（12） 	 20	 （9） 	 106	 （38） 33.5％

合　　計 	29,014	（11,701） 6,000 	591	（291） 	441	（211） 	434	（212） 	386	（178） 	1852	（892） 30.9％

※注１　（　）は女子で内数

※注２　在学生数は2017年５月１日現在
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そ の 他

・調査結果のグラフ及び基礎集計表の数値は、データ集計時、少数第２位を四捨五入している関係上、選択肢

の数値を合計しても100（％）とならない場合がある。

・学部をキャンパス別に分ける場合は以下のとおり集計している。

千里山キャンパス

法学部

文学部

経済学部

商学部

社会学部

政策創造学部

外国語学部

システム理工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

高槻キャンパス 総合情報学部

高槻ミューズキャンパス 社会安全学部

堺キャンパス 人間健康学部

・理工系・文系の分類については、システム理工学部、環境都市工学部、化学生命工学部を理工系とし、その

他の学部を文系として集計している。
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